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木の伐採
（中学生現場視察中）

パン作り体験
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の農業は、首都圏に近接する地理的条件を生かし、山麓地帯に広がる畜産（酪農
等）を主体とした地域と、平坦地に広がる米作を主体とした水田地帯からなっており、野
菜・花きなどの園芸作物も取り入れられています。
○近年、農業をとりまく環境は極めて厳しく、農産物価格の低迷、農業生産資材の高騰、農
業の担い手の減少や、高齢化に伴う耕作放棄地の増加など課題が山積しています。
○今後の農業振興においては、地域の特性を踏まえた米、畜産、花き、野菜等の産地化を
推進するとともに、鳥獣被害対策、土地改良事業の計画的な推進や、畜産経営環境の改
善などの対策が求められています。
○農業体験や、自然とのふれあいを求める都市住民との交流を通じ、農業・農村への理解、
定住化の促進、農村景観の保護整備・農村の活性化が期待されています。

○農業は、本町の重要な基幹産業であり、町の特性を生かした振興と活性化を図ります。
○豊かな自然環境を守りながら、生産基盤の整備を図り、安全・安心な農畜産物の生産拠
点とする産地形成に取り組み、農業生産力を高めます。
○将来にわたる町の農業の担い手を確保するため、意欲ある農業者に対する支援や組織
化・法人化による生産の効率化、農地の流動化等による規模拡大を支援します。
○農畜産物、園芸作物の高品質化やブランド化を進め、販売拠点の整備や流通体系の構築
等を図るとともに６次産業化を支援し、競争力の強化、豊かな農村社会の創出を目指し
ます。
○農業と観光との連携、都市住民との交流により農村地域の活性化を図ります。

農業の活性化 （１） 生産基盤の強化

（２） 産地形成の推進及び競争力の強化

（３） 担い手の育成・確保

（４） 畜産の振興

（５） 農業委員会・農業関係団体との連携

01農業の活性化5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  
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■ 目標実現に向けて
（１） 生産基盤の強化
○本町は、広い地域に耕地が散在し、また、中山間地域を多く含むなどの土地条件により、
耕作に非効率な面があることから、ほ場整備の実施等による省力化、低コスト化による
生産性の向上を目指します。
○農道、集落道、農業用用排水路の整備により、農作物の輸送体系と農作業の効率化を進
め、農村地域の生活環境の改善を図ります。

○家畜排せつ物、稲わら等から発生するバイオマスを有効活用する土づくりを通じて、化学
肥料・農薬の使用を減らし、環境負荷の軽減に配慮した環境にやさしい農業を推進しま
す。
○近年増加している有害鳥獣による農作物への被害拡大防止のため、個体数の適正管理と
防護柵等の設置による被害防止対策を推進します。
○農村景観に配慮した生産基盤の整備を推進するとともに、農業農村の有する多面的機能
の維持・発揮を図るための取り組みを推進します。
○農地の適正利用を図るため、農地の集積強化と耕作放棄地の解消について、関係団体と
の連携を図りながら推進します。
 
（２） 産地形成の推進及び競争力の強化
○地域の特性を踏まえ、農協と連携して米、畜産、花き、野菜等の主産地の形成に努めま
す。
○良質米の計画的生産と、転作田を利用した町振興作物、麦、大豆、飼料作物等の生産を
拡大するため、団地化や担い手への農地の集積、水田の高度利用を推進します。
○首都圏農業の確立を目指し、品質・規格の統一や、消費者ニーズに応えられる安全・安心
な作物の生産・産地形成に努めるとともに、農畜産物の高付加価値化や６次産業化を図
り、個性豊かなブランドづくりを推進します。
○農畜産物の地産地消を推進するため、新たな流通体系の構築や、学校給食への活用を促
進し、生産・販売・消費拡大に努めます。
○農業経営体の育成と経営改善を図るための取り組みを支援し、競争力のある収益性の高
い農業の確立を推進します。
○直売所・農村レストランなど、道の駅を中心とした農業と観光の連携、グリーンツーリズム
など都市住民との交流による農村地域の活性化を図ります。

（３） 担い手の育成・確保
○担い手の育成・確保のため農業公社の設立を検討するとともに、農地中間管理機構と連
携し、農地の売買や貸借の促進等により、農業経営の拡大や担い手への農地の集積を進
めます。
○地域農業の発展に資する女性グループや青年農業者、認定農業者組織の能力向上を目的
とした研修活動等を支援します。
○関係機関との連携を図り、農業技術や経営など農地等に関する情報を積極的に提供し
て、青年から中高年までの幅広い新規就農者の確保に取り組みます。
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○離農や高齢化に伴う放出農地の発生や、既存農業者の農地の分散化による非効率化など
から担い手の不足を防ぐため、地域の認定農業者や生涯現役農業者など、主たる担い手
農業者の確保と同時に、継続して再生産活動が行えるよう生産活動を一本化する農地利
用集積プラン（コミュニティビジョン）の策定と実践により、多様な担い手の育成と確保を
推進します。
○地域の水田等を共同で管理する集落営農組織の設立を促進し、農地の集積を進めるとと
もに、組織経営の安定化と次世代への継続性の確保に向けて法人化を促進します。さら
に、地域の農業者だけでは農地の利活用が困難な地域においては、農協などが参画した
営農組織の設立など、効率的な集積方法の検討に取り組みます。

（４） 畜産の振興
○安全・安心な畜産物の安定供給や、ブランド化を図るため、観光業との連携を図り、生
乳、乳製品や那須和牛等の情報発信の充実を図ります。また、高育種価素牛の導入によ
る高品質化を推進します。
○各種法定伝染病などの発生を予防し、飼養農家の家畜損失の防止に努め、安全・安心な
畜産物の生産を支援します。
○資源循環型農業を目指し、耕種農家と連携できる良質な堆肥生産や流通システムの構築
を検討します。
○自給飼料生産体制の強化及び労働力の省力化を図るとともに、飼料用稲栽培の調査研
究や放牧による飼養技術の修得を支援し、畜産経営の安定化を推進します。
○畜産農家における育成部門の預託化を推進するため、共同利用模範牧場の施設整備に
努めます。また、運営に民間の知識を活用した指定管理者制度による経営の効率化を推
進します。

共同利用模範牧場 那須和牛
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〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

農家戸数   
農業従事者数 
農地面積 
        田         
        畑         
１戸あたり農地面積  
認定農業者への農地集積面積 

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
戸
人
ha
ha
ha
ha
ha

　　　　1,592
5,119
4,714
3,110
1,584
2.96
30

　　　　　　　　1,450
5,000
4,710
3,000
1,710
3.25
50

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・農村振興総合整備事業  【継続】
・中山間地域総合整備事業　【継続】
・農山漁村地域整備交付金農地整備事業　【継続】
・県単独農業農村整備事業　【継続】
・地産地消推進事業　【継続】

（基準数値は、農林業センサスを引用）

（５） 農業委員会・農業関係団体との連携
○TＰP（環太平洋戦略的経済連携協定）農業交渉等の農業情勢の変化に対応するため、農
業関係機関・団体との連携を緊密にして本町の農業振興に努めます。
○耕作放棄地を解消し、農地の有効利用を促進するため、農業委員会と連携し、活動の強
化を図ります。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の面積の約５８パーセントを占める森林は、東部の芦野・伊王野地区と北西部の那
須高原地区に分けられます。
　このうち芦野・伊王野地区は人工林率が高く、本町林業の中心となっており、間伐期及び
主伐期にある人工林が多いことから、計画的な伐採を推進することが課題となっていま
す。また、那須高原地区は天然の広葉樹が多く、自然景観に優れています。
　今後は、町内各地において、針葉樹・広葉樹の適正な分布により、さらに豊かな緑の景観
づくりを推進する必要があります。
○木材価格の低迷などによる先行きの不透明性から、林業経営の意欲が減退しています。
また、林業経営者の高齢化が進んでいることから、後継者の育成と経営の近代化が急務
となっています。
○水源のかん養、土砂災害防止機能などの公益的機能を持つ森林の大切さを伝えるため、
森林・林業に触れる機会を創出し、普及啓発を図る必要があります。
○本町の林業振興事業の中核である那須町森林組合の経営基盤強化支援として、林道、作
業道の維持・整備や積極的な木材需要の掘り起こしを図る必要があります。

○林業生産活動の活性化・生産基盤の整備と近代化を図るとともに、林産物の安定供給を
推進します。
○森林組合の経営基盤の強化を図り、「八溝材」のブランド化を推進し木材需要の拡大に努
めます

林業の活性化 （１） 生産基盤の整備

（２） 木材需要の拡大

（３） 特用林産物の振興

（４） 森林環境の保全と普及啓発

（５） 林業経営への支援

02林業の活性化5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  
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（１） 生産基盤の整備
■ 目標実現に向けて

○森林の経済的機能をより高度に発揮させるため、計画的な主間伐を促進します。
○林業就業者減少の中、生産性の向上、省力化、労働強度の軽減等による生産コスト
の低減を図るため、高性能林業機械の導入や森林施業の集約化を促進します。
○若年就業者の確保・育成に努め、林業の活性化を図ります。

（２） 木材需要の拡大
○木造住宅建築を推進し、八溝材需要の拡大を図ります。
○町の財産である町有林からの産材を積極的に利用するなど、公共事業における八溝材の
活用を推進します。

（３） 特用林産物の振興
○特用林産物の安定供給、経営の合理化及び品質の向上により、地域特産物としての販路
拡大に努めます。

（４） 森林環境の保全と普及啓発
○植林・下刈・間伐等の実施により、健全な森林整備を推進します。
○人工林及び天然林の適切な整備・保全を行い、二酸化炭素吸収量の高い森林を育成する
とともに、木質バイオマスの利活用を図り、地球温暖化防止に努めます。
○とちぎの元気な森づくり県民税を原資とする奥山林や里山林の整備、森林環境保全や木
材利用等の普及啓発に取り組みます。
○森林の荒廃を防止するため、治山事業を効率的かつ効果的に取り組みます。

（５） 林業経営への支援
○造林・保育・素材生産等を効率的に実施するため、森林組合に対し作業道整備への支援
を行うとともに、林業の活性化のため林業経営者や関係団体との連携を図ります。

〈施策に関連する成果指標〉

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・とちぎの元気な森づくり事業　【継続】

■ 数値目標

林家戸数
森林面積
蓄　　積

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
戸
ha
千㎥

　　　　1,129
22,124
4,415

　　　　　　　　1,100
22,128
4,459
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の工業は、東北自動車道の開通を機に、精密機械製造の大手企業を誘致するととも
に、東北自動車道那須インターチェンジを生かした「菱喰内工業団地」の整備を図り、積極
的な団地内工場誘致を行いました。
○工業の主な業種は、公害のない内陸型の業種が多く、精密機械製造をはじめ、プラスチック
製品製造、金属加工製品製造、繊維製品製造、木工製品製造となっており、地域経済の発
展や雇用機会の拡大、所得の向上が図られてきました。
○産業構造の変化や長引く景気低迷などにより、新たな工場の誘致が進んでいない状況にあ
ります。また、町内立地企業の中には安い労働力を求め、中国などアジア諸国に工場を移転
するものもあり、グローバル経済の中にあって、町内の工業を取りまく環境は非常に厳しく
なっています。
○本町の鉱業は、地場産業である芦野石の生産が昭和40年代の高度経済成長の波に乗り、
大きな発展を遂げてきましたが、その後は生産額が年々減少し、深刻な状況にあります。

○自然環境の保全や、産業間の調和に配慮した適正な工場立地を推進します。
○地場産業の振興に努めます。
○中小企業の経営基盤強化や経営安定、技術革新、情報化等に対応するための設備の近代化
など各種融資制度の活用による支援を行います。

鉱工業の振興 （１） 工場立地の推進

（２） 地場産業の振興

（３） 中小企業の支援

03鉱工業の振興5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  

芦野の石切り場 芦野石
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（３） 中小企業の支援
○中小企業の経営基盤強化や経営安定、技術改革、情報化等に対応する設備の近代化
のため、各種融資制度の活用による支援を行います。また、緊急の経済状況にあっ
ては、低利融資に関する施策を充実させるなど迅速で的確な対応に努めます。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

工業出荷額
工業就業人口

成果指標名

（基準値はH25工業統計調査より）

基準値/H25年度 目標値/H32年度単位
百万円
人
　　　　35,819

1,362
　　　　　　　　40,000

1,500

（１） 工場立地の推進
■ 目標実現に向けて

○地域経済の活性化や、雇用創出を図るため、県関係機関との連携により自然環境の
保全などに配慮した工場の適正立地を推進します。

（２） 地場産業の振興
○芦野石生産などの地場産業の販路拡大を支援し、後継者の確保・育成を図ります。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の商業を取りまく環境は、消費者ニーズの多様化、交通網の整備による生活圏の広域
化や大型店の出店により大きく変化しています。特に、本町における地元購買率は低く、近
隣市町の大型店舗に流れる傾向が高くなっています。
○本町の商業地は、十分な駐車場や歩道がないため、車を利用した買い物客にとって不便を
きたしています。賑わいと活気に満ちた商店街の再生を目指すためには、道路整備や広場
整備などの基盤整備も必要となっています。
○商店街を含めた地域の活性化を推進するため、商店、商工会、地域団体との相互協力によ
る基盤整備の推進を図るとともに、業態の異なる商業団体や観光業や農業といった産業間
の連携・交流を図る必要があります。
○本町の小規模企業の多くが、高齢化や後継者の問題で廃業等により、店舗数が減少傾向に
あります。
○次代を担う経営者の育成に努めるとともに、町商工会との連携を図りながら、経営指導体
制の強化を促し、商業団体の育成と制度資金の充実、利用促進を図る必要があります。

○地域の特性を生かし、賑わいと活気に満ちた商店街づくりを目指して、商業の環境整備を
図ります。
○異業種間の連携を促進するとともに、認定された「那須ブランド」について、町内外への発
信と販路拡充により、町のイメージアップと地域経済の活性化を推進します。
○地域で生産した食材の利用拡大を図るため、地産地消運動を推進します。

商業の活性化 （１） 商店街の振興

（２） 異業種間の連携と那須ブランドづくり

（３） 地産地消運動の推進

04商業の活性化5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  

（４） 創業支援や制度資金の利活用

（５） 商工業団体の強化
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（１） 商店街の振興
■ 目標実現に向けて

○本町の地域の特性を生かしながら、商業者や商店会等との連携のもとに、賑わいのある商
店街の形成・活性化を推進します。
○空き店舗について、商工会や関係団体等と連携を図りながら活用対策を講じます。
○湯本地区については、温泉地という特性を生かしながら、景観に配慮した道路等の基盤整備
を図るなど観光地としての魅力を高め、おもてなしの心あふれた商店街の形成を推進します。
○黒田原地区については、駅や役場、文教施設、金融機関などの公共施設が集積していると
いう特性を生かし、商店街の形成を図るための景観整備や、道路改良、駅前広場整備等の
基盤整備と連携した整備を推進します。
○芦野・伊王野地区においては、豊かな自然と歴史的資源に恵まれた地域特性を生かし、地
域ならではの特産品、新商品の開発に努め、活気あふれる商店街の形成を図ります。

（２）異業種間の連携と那須ブランドづくり
○観光・農業・林業など産業の異なる分野との連携を促し、特産品の研究・開発や販路の拡
大などの商業活動を積極的に支援します。
○「那須ブランド」として認定された優れた地場産品について、経済団体等と連携し、情報発
信と販路拡大に努め、地域経済の活性化を図ります。

（３）地産地消運動の推進
○食の安全への意識が高まる中、地域で生産された食材の利用拡大を図るため、旅館・ホテ
ルをはじめ、小売店、飲食店、食品加工業者との連携による地産地消活動を推進します。
○食材の掘り起こしや、独自の地域メニュー開発により、「那須の食」を発信していきます。

（４）創業支援や制度資金の利活用
○店舗等の近代化、経営の合理化・安定強化を推進するため、創業支援や那須町中小企業
振興資金融資制度の充実を図り、国・県の融資制度や信用保証制度の積極的な利活用を
促進するとともに、緊急経済時における迅速な施策展開を図ります。

（５）商工業団体の強化
○町商工会及び各種商工団体との連携を緊密にし、中小商工業者の経営基盤を強化します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

商業就業人口
商店数
販売額

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
人
店
百万円

1.362
232

30,422

　　　　　　　　1,500
250

32,000
（基準値はH26商業統計調査より）
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町は、那須高原というリゾート観光地の中にあることから、小売業、サービス業を中心
に、事業所数、従事者数とも順調な伸びを示してきました。しかし、観光地という特色から、
季節に応じた短期雇用も少なくありません。
　なお、製造業においては、事業所数、従業者数ともに減少傾向にあり、安定的な雇用の場を
確保する見地からは大きな懸念材料となっています。
○また、一方では職業的自立支援や職場定着のための環境整備も必要とされています。
　さらには、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の推進も課題になっています。
○大企業と比較して、格差の大きい中小企業の福利厚生事業の充実を図るため、勤労者福祉
共済制度への加入促進と支援の充実を図っていく必要があります。

○地域資源を生かした産業の育成を支援するとともに就業の場の確保を図ります。
○勤労者が安心して働ける労働環境の整備や、中小企業の勤労者の福利厚生の充実を図ります。
○地域活力の源となる多様な人材を確保し、定住化を進めるための環境整備を行います。

勤労者への支援の推進 （１） 安定した就業の場の確保と情報提供

（２） 良好な労働環境の整備

（３） 多様な人材の確保

05勤労者への支援の推進5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  

（１） 安定した就業の場の確保と情報提供
■ 目標実現に向けて

○地域資源を生かした産業の育成に努めるとともに、企業戦略が一致する企業を中心に
誘致活動を展開します。
○県北産業技術専門校やリゾート観光科がある那須高等学校と連携して人材を育成し、
就業の場の確保を図ります。
○学校・公共職業安定所（ハローワーク）・企業等と連携し、必要な企業の求人情報を
提供するとともに、経済状況により国の政策と連携した就業支援を行います。
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（２） 良好な労働環境の整備
○労働基準監督署等の労働関係機関及び各団体との連携を図り、労働災害の解消に努
め、勤労者が安心して働ける労働環境の整備を図ります。
○各企業の経営者が、勤労者の安全な労働条件の確保に努めるとともに、心身の健康
維持・向上を図るよう指導を行います。
○中小事業者に対して、福利厚生事業の充実を図るため、勤労者福祉共済制度の加入
促進に努めます。

（３） 多様な人材の確保
○地域活力の源となる多様な人材を確保するため、企業誘致活動を背景に、Ｉターン
やＵターン等有能な人材の定住化を推進します。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○消費者を取り巻く環境は、サービスの多様化・情報化の進展により大きく変化しており、特
に契約に関する事案や、悪質商法等の苦情・相談が増加するなど、消費者をめぐる諸問題
は手口が複雑・巧妙化傾向にあります。
　平成26年度に県内の消費者生活センターに寄せられた相談件数は16,854件に上り、消費
者を取り巻くトラブルが後を絶ちません。
○近年の消費者トラブルの特徴は、携帯電話やインターネットなどの通信手段の普及に伴い、
身に覚えのない請求書や督促状を送りつける架空・不当請求や、特に高齢者を狙った悪徳
商法や契約トラブルが依然として増加しています。
○町民が安全・安心な消費生活を営めるよう相談窓口を設け、相談体制の充実強化を図るとと
もに、消費者がトラブルに巻き込まれないよう的確な情報提供を行っていく必要があります。
○消費者基本法により、消費者行政の方向性が消費者の自立支援に転換されていることか
ら、安全や選択の機会の確保を消費者の権利として位置づけ、意識の啓発に取り組んでい
く必要があります。
○消費者庁では、消費者安全法に基づき、安心して安全に暮らすことができる各種施策が展
開されています。

○消費者がトラブルに巻き込まれないよう情報提供や意識の啓発を推進するとともに、相談
窓口や処理体制の充実を図ります。
○消費者の意向を積極的に汲み上げるため、町民の消費生活、消費者意識等について、実態
把握に努めます。
○環境にやさしい消費生活や循環型社会の実現に向けた取り組みを推進します。

消費者の安全の確保 （１） 啓発事業・情報提供の充実

（２） 相談・苦情処理体制の充実

（３） 消費者団体の育成・活動支援

06消費者の安全の確保5　 “しごと・活力”のまち
基本方針  

（４） 循環型消費社会への取り組み
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（１） 啓発事業・情報提供の充実
■ 目標実現に向けて

○消費者がトラブルに巻き込まれないよう啓発事業を実施するとともに、広報や、ホームペー
ジを通じ、情報提供を行います。
○消費者が自ら知識を身につけ、情報を収集して主体的・合理的な消費行動がとれる「自立
した消費者」の育成を図ります。
○町民の消費生活・消費者意識等について実態把握に努めます。
○学校教育、安心見守りネットワークとの連携を図ります。

（２） 相談・苦情処理体制の充実
○年々増加する相談・苦情等に応じて、消費者を保護するため国民生活センターや県消費生
活センターとの連携を図るとともに、町消費生活センターの処理体制の強化を図ります。

（３） 消費者団体の育成・活動支援
○消費者の自主的な活動を促進するため、消費生活に関する研修会・講習会等への積極的
な参加を促し、消費生活リーダーの育成・活動支援を推進します。

（４） 循環型消費社会への取り組み
○消費者団体と連携し、家庭や職場でのごみの減量化や資源の有効活用について、循環型社
会形成に向けた主体的な取り組みを行います。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

情報提供回数
消費生活センター開設

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
回
日／週

　　　　12
4
　　　　　　　　14

5




